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⻄中学校『防災の体験学習』 ３⽉２３⽇（⽕）

平成２２年３⽉２３⽇（⽕）、東久留

⽶市⽴⻄中学校において『防災の体験学

習』が開催されました。

今回の訓練は、⻄中地区⻘少年健全育

成協議会の主催で、東久留⽶市⾚⼗字奉

仕団、防災まちづくりの会・東久留⽶、市の

防災防犯課、⻄中避難所初期活動班、東

久留⽶消防署、みなさまの協⼒で開催しま

した。

学校を拠点とした地域の防災体験学習

に、今回のようにたくさんの団体が協⼒して開

催するのは珍しい取り組みだと思います。

この訓練は、⻄中の１〜２年⽣の⽣徒さ

んと⻄中地区（７⼩、９⼩、南町⼩、⻄

中）の保護者の皆様を対象に開催しまし

た。

⽣徒さんも保護者の皆さんも、実際に災害

が発⽣したとき、いったい⾃分がどうすべきかを

体験を通して学ぶチャンスです。

『地震なんて起きないよ』と思ってみたいもの

の、擬似体験をするとやっぱりちょっと⼼配に

なるものですよね。

⽣徒さんたちも、今回の体験を通じ、何か

と⼼の変化があったのではないでしょうか。

各ブースや⻄中の⽣徒さんたちの様⼦をお

伝えしたいと思います♪

AED(⼼肺蘇⽣法）の体験ブースで

す。例え練習でもかなり緊張します

ね。本当に⼈が倒れたときはパニック

になるかも・・・？

もしもの時に慌てず対応できるのか、

１回の練習ではまだまだ⼼配です。

機械から聞こえる指⽰の⾳声は、ち

ょっとした雑踏の中では聞こえづらいの

で注意が必要だと思いました。

こちらでは、⾮常⾷・アルファー⽶の

ʻ五⽬おこわʼを作っている場⾯です。

お湯を注いで２０分、箱をひっくり返

して２０分で、おいしいおこわの出来

上がり♪

「お湯を注いで混ぜるだけで本当に

できちゃうの？」と思っておりましたが、

本当に出来上がりました。とっても美

味しかったです♪

このコーナーでは三⾓⼱を使っての救

急処置の体験ブース。

腰、頭、腕などの救急時の固定⽅法

を習いました。

これさえ知っていれば当⾯の応急処

置はできますね。

「うまく結べてますか？」

となりのお⽗さんに確認してもらってい

る若いお⺟さん。

⾮常事態の時には助け合い（愛）

が必要なのですね。

三⾓布の結び⽅にはコツがあり、固く

結んでも引きぬける⽅法があるという

ことを覚えました。

こちらは起震⾞での地震体験コーナ

ー。

はじめはちょっと複雑な気分で並んで

いる⻄中の⽣徒さんたちですが、クラ

スメイトが体験するのを⾒て「怖そ

う・・」「おもしろそう！！」「えー、乗り

たくなーい」「早く乗ってみたい♪」など

など・・・反応も様々でした。

この起震⾞で体験できる地震規模は

震度７で約２０秒間。

この規模は、阪神淡路⼤震災や中

越地震と同じ規模です。

これが実際の地震だったらどうしよう？

と考えるだけで怖くなります。

「揺れたら⽕を⽌める！」を徹底し、

被害を最⼩限に⾷い⽌めることが⼤

切・・・でも⼀瞬の出来事、どこまで迅

速に対応できるのか・・など⼼配は尽

きませんね。

煙体験ブースです。

本当に真っ暗で先が⾒えない、匂い

がする、息が苦しいなど、練習と⾔え

ども、とても怖い思いをしました。

⽣徒さんたちもリアルな煙に敏感に反

応している様⼦です。中には咳きこむ

⽅もいらっしゃいました。

こちらは展⽰物のコーナー。

災害の時には備えて安⼼のピュアウォ

ーター。

⼈間の体の８０％は⽔分。

災害時、⼀番のポイントはライフライ

ンの確保。中でも⽔は本当に⼤切で

す。

ピュアウォーターの試飲コーナー。おい

しいですか？

⽔道から⽔が出なくなると思っただけ

でもゾっとします・・・

もし、その状況に直⾯したとき、私はど

うするのだろう？と改めて考え込んで

しまいました。

みなさんは、どうしますか？

避難所の⽔だけをあてにするのか

な・・・それだけじゃ⾜りないような気が

しますね・・・

介護⽤の紙おむつと⼤きな⽸を使っ

た簡易型トイレ。

展⽰物を⾒て、「！？」と思うけれど、

トイレがどこにもなかったら仕⽅がない

ですもの。

いつでもお⼿洗いに⾏ける状態でなく

なった時に、⼈は⼀体どうなるのでしょ

う。このことは本当に悩みの種です。

当たり前のことが当たり前でなく、凄く

幸せなことなんだなと改めて感じまし

た。

さて中学⽣の皆さんの訓練です。

サイレンが鳴ってから、７分程度で全

員が逃げることができました。実際の

逃げ⾜はもっと早いのかなぁ？

⼤⼈も⼦どもも、⼀⼈⼀⼈が⾃分の

安全を⾃分で守れることが⼀番⼤事

ですよね！！

今回は全員の体験はできませんでし

たが、クラスの代表者の⽅の消⽕器

の練習です。

消⽕器って意外と重たい？！

結構⼿に⼒を⼊れないとハンドルが

握れない！！など体験された⽣徒さ

んは⾊々なことを感じたのではないで

しょうか？

消防署の⽅に「上⼿いね！！」と褒

められていましたね。

取材後記・・・⽇本は地震の活断層

の上にあり、地震多発地帯です。ま

た、⼤地震の周期は関東地⽅に関

して⾔えば８０〜９０年位だと⾔わ

れています。

このため、いつ⼤地震が起こるかわか

らないような状態なのです。

最終的に⾃分の⾝を守ることができ

るのは⾃分しかいません。

中学⽣の皆さんの防災体験学習を

⾒学させていただき、災害が起きてか

らでは遅い、今からでも出来ることから

していかなくては、と切実に思いまし

た。
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